
事項 本年度目標 具体的方策 評価

令和５年度学校評価関係者評価書

朝日中学校学校関係者評価委員会

分かる、できる授
業の充実

「授業で学習した
ことが分かった
（できた）」と回
答する生徒を80％
以上

個に応じた学習指
導の充実

「授業や家庭学習
で、自分なりにや
り方を考えたり、
内容を選択したり
することができ
た」と回答する生
徒を80％以上

学
力
の
充
実

自己指導能力の育
成

「適切な言葉や行
動を、自ら考え、
判断し実行するこ
とができた」と回
答する生徒を90％
以上

　生活チェックリストの活用が、自己指導能力の育成を図
り、日々の生活改善に結びついている。より効果が上がる
よう、洗練してほしい。

・生徒会活動や学校行事等
を通して、全生徒に役割を
与える。

　自己存在感を感じる活動は、全生徒に役割を与えなが
ら、リアルな人間関係における自分事として洞察を深め、
自己の重要感を感じ、高めていってほしい。

豊
か
な
心

・生活チェックリストを活
用し、日頃の言葉や行動を
振り返る場を設ける。

自己存在感を感じ
る活動の充実

「自分の役割を果
たすことで、集団
（学級、学年、学
校、地域）に貢献
できた」と回答す
る生徒を90%以上

・単元（題材）の中で、
「予習→授業→復習」の学
習サイクルを研究する。

・ＩＣＴを効果的に活用し
ながら、授業における生徒
の活動時間を保証する。

　本年度は、目標実現に向け、生徒指導の４観点を意識し
た授業づくりを取り入れた。生徒が頑張る姿に繋がった。
　ＩＣＴ活用は、評価表にある改善策を実施してほしい。

・授業の中で、自己決定の
場を設定する。

・充実した選択学習になる
よう個別に助言する。

　個に応じた学習指導は、思考力・判断力・表現力等の育
成に繋がる。生徒が自らの学習の、「見通し」「実行」
「振り返り」の３つの場面を整理することの視点を取り入
れ、授業改善に取り組んだ。
　教職員用具体的方策アンケートの学力の充実に関する回
答の中のでは、B、C評価項目が上がるよう、取り組み願い
たい。



評
価
委
員
か
ら
の
感
想
・
意
見
等

（１）わかる・できる授業の充実
　授業づくりに生徒指導の４観点（自己存在感・共感的人間関係・自己決定の場・安心、安全な風土）
を意識させたり、各単元の中で「予習→授業→復習」の学習サイクルを定着させたり、ＩＣＴを活用し
て生徒の活動時間にゆとりを与えたりしたことで、目標を達成できた。

（２）個に応じた学習指導の充実
　家庭での学習を個々のペースで進めさせたり、選択学習を充実させるために個別に助言をしたりした
ことで、良い結果を生み出せた。

（３）自己指導能力の育成
　生活チェックリストの項目を精選したり、個々の生活目標を毎朝設定したりしたことで、生徒たちの
日々の言動や態度が適切なものに改善されていった。

（４）自己存在感を感じる活動の充実
　学校行事（学校祭・校外研修）などで、企画、運営の段階から活動に参画する機会を多く設け、より
生徒主体の活動になるように働きかけたり、委員会活動で学校をより良くするためのアイデアを考え、
実行していくように働きかけたりしたことで、良い結果になった。

（５）健康保持の意識づくりと実践
　毎月保健だよりを発行することにより、その月や季節に応じた学級での保健指導や家庭への啓発にも
なった。また、身体の発達に応じた適切な食事や食生活について理解を深めるために、学年ごとに食育
の授業をおこなったこと、何より、その取組について担任全員が肯定的評価を示したことが、良い結果
を生んだ。

（６）心の安定を図る、心の変化を見取る取組
　教育相談週間において、担任が積極的に生徒の頑張りを認めたり、困りごとを把握したりした。ま
た、気がかりな生徒については、各会議での教師間の情報共有により、保護者との連携、スクールカウ
ンセラーやスクールソーシャルワーカーとの連携を丁寧かつ迅速に行うことができた。

（７）業務改善のための取組
　今以上に、以下について、取り組んでほしい。
　諸会議の簡略化・効率化をより進める。
　「部活動ガイドライン」を設け、部活動運営を図る。
　業務改善に向けた情報交換会を実施する。

健康保持の意識づ
くりと実践

「健康維持と体力
向上に努めて学校
生活を送ることが
できた」と回答す
る生徒を90%以上

心の安定を図る、
心の変化を見取る
取組

「学校は安心して
活動に取り組める
場所である」と回
答する生徒を100％

体
力
お
よ
び
心
身
の
健
康

・ポジティブ教育、ＱＵ、
定期的なアンケートおよび
教育相談の実施により、居
心地の良い学級づくりに努
めるとともに、生徒の心の
状態を把握し、問題の早期
解決に努める。

・共有シートや支援シート
を活用して情報の共有を図
り、個に応じた支援を行
う。

・保健や食に関する取組や
保健体育の授業を通して、
健やかな体づくりの大切さ
を考えさせ、実践させる。

　目標は、概ね達成。体力および心身の健康、というテー
マは、教師と生徒にとっての論理は、必ずしも一致しな
い。生徒が「させられている」と感じないように、生徒の
考え方に耳を傾けることも大切である。
　併せて、人間の態度や行動の基礎となるもので、生徒に
とって、社会的な自立や自己実現のために大変重要。自主
性や自律性を育む、生徒指導を進めていくために不可欠。
さらなる改善策に加え、前述の指導の在り方についても検
討願いたい。


